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2009年度介護報酬改定に関して
日本リハビリテーション医学会 社会保険等委員会担当 理事　水間 正澄

はじめに
本年度は2006年に引き続いて介護
報酬の改定が行われましたが、幅広い
見直しが行われ、それに基づき多くの
改定がなされました。また、介護度の
認定に関しての批判もあったため、改
定にあわせて要介護認定制度について
も見直しが行われました。
ここでは介護報酬改定の概要と本医
学会の取り組み、ならびに今後の方向
性等についてご報告します。

介護報酬改定の骨子
2009年度の介護報酬改定は、①介護

従事者の人材確保・処遇改善、②医療
との連携や認知症ケアの充実、③効率
的なサービスの提供や新たなサービス
の検証の3つの基本的な視点に立って
行われました。

介護報酬改定の内容
1．介護従事者の人材確保・処遇改善
1）負担の大きな業務への評価
業務量が多く負担もかかる業務、例
えば施設における夜勤業務、重度・認
知症対応など、サービス特性に応じた
報酬上の評価がなされた。
2）専門性・質の評価
介護福祉士が一定割合雇用されてい
る事業所が提供するサービスや、一定
以上の勤続年数を有する者が一定割合
雇用されている事業所が提供するサー
ビスについては、評価を行い必要な加
算が算定される体系が作られた。
3） 地域ごとの人件費をふまえた評価
介護事業者の給与は地域差が大き
く、大都市の事業所ほど給与費が高く
経営を圧迫する傾向にあることから、
介護報酬における地域差の勘案方法等
の見直しが行われた。
また、中山間地域等にある小規模事
業所の評価、中山間地域等に居住する
者にサービス提供した事業所への評価
もなされた。

2．医療との連携や認知症ケアの充実
1）医療と介護の機能分化・連携の推進
医療保険から介護保険でのリハビリ
テーション（以下、リハ）へのスムー
ズかつ効果的な移行を進めるにあた
り、現在の介護保険下でのリハ実施機
関数・リハ内容等の問題点を踏まえた
見直しがなされた。また、利用者の状
態に応じた訪問看護の充実を図る観点
からの評価の見直しや、居宅介護支援
における入院時や退院・退所時の評価
がなされた。
介護療養型老人保健施設について
は、療養病床からの転換が円滑に進め
られるよう評価の見直しが行われた。
また、医療と介護との連携の強化・推
進を図る観点から、入院時や退院・退
所時に病院等と利用者に関する情報共
有を行う際の評価を導入した。
2） 認知症高齢者等の増加をふまえた
認知症ケアの推進
認知症高齢者やその家族が住み慣れ
た地域での生活を継続できるようにす
るとともに、認知症ケアの質の向上を
図るため認知症行動・心理症状への緊
急対応や若年性認知症の受け入れへの
評価、認知症高齢者等へのリハの対象
拡大、専門的なケア提供体制に対する
評価等がなされた。
3． 効率的なサービスの提供や新たな
サービスの検証 
介護サービス事業の運営の効率化を
図るため、サービスの質の確保を図り
つつ、人員配置基準等の見直しを行
う。2006年度に新たに導入された各
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種サービス（新予防給付・地域密着型
サービス等）の検証および評価の見直
しがなされた。

リハに関わるサービスの見直し内容
1．短期入所リハ
短期入所中の集中的リハの効果が高
いことから介護老人保健施設における
短期入所療養介護について個別リハの
提供を評価し実施加算が認められた。
（理学療法士（PT）／作業療法士（OT）／
言語聴覚士（ST）が1日20分以上の個
別リハを行った場合）
2．特定短期入所療養介護
日帰りの短期入所療養介護につい
て、現在の1日単位の評価からサービ
ス提供時間に応じた評価に見直された。
3．訪問リハ
1） サービス提供時間に応じた評価へ
の見直しがなされた。

2） 通所リハを終了した者について、
介護老人保健施設の医師の指示に
よる訪問リハの評価がなされた。

3） 短期集中リハ加算の評価の見直し
がなされた。

4．通所リハ
1） 短時間（1～2時間）通所リハが導
入された。

2） リハマネジメント加算の見直しが
なされた。ただし、月8回以上利
用しなければ算定できない。

3） 短期集中リハ実施加算の見直しが
なされた。（退院・退所後1カ月以
内、1～3カ月）

4） 個別リハ実施加算
5） 認知症短期集中リハ加算

日本リハ医学会の取り組み
日本リハ医学会では今回の介護報酬
改定にあたって社会保険等委員会を中
心に検討を重ね改定に対しての提言を
まとめました。その内容は、①適正な
介護報酬、②医療保険から介護保険の
リハへのスムーズな移行、③書式の簡
素化です（表）。
この提言はリハ関連5団体連絡協議

会*に提示され、各団体からの提言や
要望も含めて議論を重ねてまいりまし
た。これらの結果は社会保障審議会介
護給付費分科会などにおける議論にも

反映されました。さらに、学会独自に
社会保険等委員会委員と老健局老健課
との意見交換の場を設け本医学会の考
えを述べました。まだまだ課題は残り
ますが今回の改定においては介護保険
におけるリハに対する適正な報酬や、
医療保険のリハから介護保険のリハへ
のスムーズな移行などに関しては本医
学会からの提言に理解をいただけたも
のと考えています。
また、リハが充実することによって
介護支援専門員（ケアマネジャー）に
もリハへの一層の理解が求められるこ
とになります。介護支援専門委員の育
成についても本医学会からの提言で掲
げていましたが、介護支援専門員協会
からの依頼に基づき「介護支援専門員
の医療的ケアの知識向上のための調査
事業」にリハ関連5団体連絡協議会の
各団体とともに加わり支援を行いまし
た。本年度は「介護支援専門員のリハ
の知識習得に向けた研修会」のテキス
ト作成や研修プログラムの作成にも関
わっていく予定となっています。

これから
今回は介護保険におけるリハに関し
てさまざまな見直しが行われました
が、今後はその検証も必要となってま
いります。現在のところ、現場でもま
だ手探りの部分があるようであり一定
の期間を経てから、改正後にどのよう
な変化があったかの検証を行う予定で
あり、社会保険等委員会ではアンケー
ト調査などの実施も検討しております
ので、会員の皆様のご協力をお願いい
たします。
 今後、2012年度には診療報酬・介護
報酬の同時改定が行われますが、大幅
な改定も予想されます。3年後に向け
てリハ関連5団体連絡協議会や日本整
形外科学会等の関連医学会とのより一
層の連携のもとに医療と介護のリハの
充実を目指していく必要があると考え
ております。

特集1　2009年度介護報酬改定に関して

日本リハビリテーション医学会からの提言（抜粋）
1．適正な介護報酬に関して
⑴   介護保険におけるリハの報酬は、療法士の人件費をまかなえる報酬とす
べき。

⑵   通所リハや入所施設においても医師の指示に基づいて必要な種類・時間
のリハを受けられるようにすること。リハの報酬は提供時間に見合った
ものとし、リハ専門職の配置基準を手厚くすること。

⑶   通所サービス等における送迎はコストを適正に配慮した加算に戻す必要
がある。

⑷   環境整備のための住宅改造や福祉機器の設置なども含め、制度上必要な
サービスが受けられないような場合に、一定の手続きを経て例外的な給
付を認めることも考慮する必要がある。

2．医療保険のリハから介護保険のリハへのスムーズな移行に関して
⑴   短時間型通所リハや介護保険での通院リハを創設すること。
⑵   医師の判断により医療保険でのリハと介護保険でのリハを移行ないし併
用できる。

⑶   訪問リハと訪問看護7の報酬、サービス体系を統一し、医師の指示書に
基づいて、必要に応じた頻度・時間のリハを行えるようにすること。

3．書式の簡素化に関して
⑴   意見書や指示書などにおいて重複する書類は可能な限り簡素化する必要
がある。

4．その他
⑴  リハ関連5団体連絡協議会の構成団体は、研修会の開催などにより維持
期リハに関する一定の見識を持つ医師やリハ専門職およびケアマネジャ
ーの育成を行う。

*リハビリテーション関連5団体連絡協議会
日本リハビリテーション医学会、日本リハビリ
テーション病院・施設協会、日本理学療法士
協会、日本作業療法士協会、日本言語聴覚士
協会の5団体から構成され、定期的に協議・情
報交換等を行っている。
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特集2　診療報酬改定に向けて

はじめに
社会保険等委員会（以下、本委員会）
の担当理事は現在2名体制で、診療報
酬の全体調整と内保連関係を吉永が、
外保連および介護報酬関係は水間理事
が主に担当しています。診療報酬の改
定は基本的には2年毎であり、次回は
2010年春に行われます。本委員会で
は今まで診療報酬改定のたびにその概
要を学会誌に報告するとともに、改定
に対するアンケート調査を学会内部で
行ってその結果を学会誌に報告してき
ました。また毎回の改定に向けては、
内保連や外保連を通しての活動、厚生
労働省との話し合い、関係団体との連
携などを継続して行ってきています。
その資料作りとしてアンケート等の実
施、モニター専門医にもご協力いただ
いての各種データの収集、提案書や報
告書の作成など、どれも短時間でまと
めなくてはならない大変な作業です
が、本委員会委員の先生方と事務局担
当者には献身的に従事していただき、
とても感謝しております。

内保連について
各学会から新しい技術等の保険収載
を厚生労働省に要望するルートには、
三保連（内保連・外保連・看保連）ル
ート、日本医師会ルート、大臣宛要望
書直接提出の3つがあります。ここで
は特にその基本になる三保連ルートの
うち内保連（内科系学会社会保険連合）
を通しての活動を紹介します。内保連
の加盟学会は現在101学会（外科系も
数学会加盟）であり、領域別に21委
員会が設けられています。最終的には
提案書は各学会から内保連に提出しま
すが、各領域別委員会では所属各学
会からの要望を事前に取りまとめたり
共同提案への協力を募ったりしていま
す。本医学会は15学会が加盟するリ
ハビリテーション関連委員会の議長学

会であるほか、神経関連委員会と呼吸
器関連委員会に属しています。

今年度の活動状況
今年はリハ関連委員会を1月末に開
催し、それまでにリハ関連委員会所属
学会への20年度診療報酬改定に関す
るアンケート調査、各学会のリハ関連
要望事項調査とその整理などの準備を
済ませ、委員会当日には各学会からの
要望事項の説明を踏まえて、学会間で
の共同提案協力を募るとともに情報交
換を行いました。その後は本委員会委
員による新規提案書の作成、関連学会
からの提案書を本医学会事務局経由で
各学会へ配信、そして最終的な共同提
案の取りまとめや本医学会からの提案
書の内保連への提出を、最後は大変慌
しい作業でしたが4月上旬に済ませま
した。今回リハ関連委員会が扱った提
案は28件（本医学会からはうち11件）
で、その他にリハ関連委員会以外から
の共同提案への協力など10件を加え
た38件の提案書を本医学会から内保
連事務局に提出しました。一方外保連
経由でも5件の提案書を提出していま
す。なお、本委員会で作成したこれら
の提案書等については、役員会にも報
告してご意見を頂きながら作業を進め
てきています。将来的にはWebを使
ってより広い学会員からの意見を頂戴
する工夫も必要と考えております。
提案書には既収載のものと未収載の
ものがありますが、未収載提案の場合
には要望の根拠となるエビデンスを含
む文献等を添付した詳細版の作成が必
要となります。また提案書のうち、診
療報酬点数表の第2章2部～13部に関
する内容は、中医協医療技術評価分
科会に送られて一次、二次の評価を受
け、提案書の十数％がそこで生き残り
中医協基本問題小委員会に送られて更
に審議された後に改定案に盛り込まれ

ます。一方、それ以外の提案書（入院
基本料など）は内保連代表から医療技
術評価分科会を通さずに直接保険局医
療課長に提出され、医療課内の検討で
取捨選択されたうえで中医協基本問題
小委員会に送られるという複雑な段取
りとなっています。
本年度は5月中旬に内保連代表によ
るヒアリングがありました。与えられ
た時間は15分間でしたが、本医学会
の提案の中でも本委員会内での検討で
上位においた数提案（例えば回復期リ
ハ病棟の要件変更に関するものなど）
についてはその必要性についてご理解
いただけた感触を持っています。現
在2008年改定のリハ関連項目の検証
が厚労省で行われており、何らかのデ
ータを本医学会に求められる可能性も
ありますので、現在本委員会では研修
指定病院を対象に回復期リハ病棟に関
するアンケート調査を実施しておりま
す。8月には医療課による各学会ヒア
リングが行われる予定であり、厚労省
は来春に向けた本格的な改定作業に移
っていきます。

2012年に向けて
ところで2012年には診療報酬改定
と3年毎に行われる介護報酬改定が同
時に行われます。これは2000年度に
介護保険制度や回復期リハ病棟がス
タートしてから2回目の同時改定であ
り、医療と介護、そして急性期から
維持期にわたるリハ体系の整合性が
2012年度に向けて行われ、その後の
わが国のリハ展開にも大きな影響を与
えることになります。そのため本委員
会でも今年度から2012年改定を見据
えた活動を開始する予定です。今後の
アンケート調査等には引き続きご協力
のほど、よろしくお願い申し上げま
す。
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2009年6月4～6日の3日間、第46回
日本リハ医学会学術集会が慶應義塾大
学月が瀬リハビリテーションセンター木
村彰男先生会長のもと、「リハビリテー 
ション医学―夢と希望への挑戦―」を
メインテーマに静岡県コンベンションセ
ンターグランシップで開催されました。
静岡駅から1つ隣の東静岡駅から徒歩3
分と近く、生憎の小雨が降る天候でした
が屋根付きの歩道が整備されていたため
濡れずに会場へアクセスできました。
会場は、メインテーマにあった新しく
近代的なデザインで設備は新しく快適で
した。ポスター会場も広く、演者とのデ
ィスカッションも盛んに行われていまし
た。会場周辺に食事を摂る場所が少ない
ものの12ものランチョンセミナーが用
意されていて昼食に困ることはありませ
んでした。
木村彰男先生による会長講演では、
EMGバイオフィードバックからブレイ
ンマシンインターフェース（BMI）ま
でリハ医学における電気診断およびその
治療へ応用の歴史をレビューしたかのよ
うな御講演で、絶妙なユーモアを交え述
べられました。
宇宙飛行士、向井千秋先生の特別講演
では、美しい宇宙空間の画像や船内活
動の様子などを動画で交えながら、無
重力空間での滞在が身体に及ぼす影響
やJAXA宇宙航空研究開発機構の取り
組みについて述べられました。骨、筋萎
縮、起立性低血庄やこれらに伴い増加す
る転倒リスクなど、無重力の影響はあた
かも高齢者に生じる廃用症侯群に近似し
た病態であり、それが宇宙空間では凄ま
じい早さで短期的に生じること、さらに

彼ら宇宙飛行士が地上に帰還し職場復帰
するまでに長いリハの期間を要するとい
う点に驚かされました。日本が継続的に
実験を行う権利を有する宇宙ステーショ
ンの実験棟「きぼう」には、今後日本人
宇宙飛行士が常時1名滞在する予定で、
彼らの滞在中の運動プログラムおよび帰
還後のリハプログラムの向上への取り組
みが始まっており、宇宙という夢の空間
においてリハ医学の重要性が認識されて
いる点には感動すら覚えました。
同日、夕方からの先端シンポジウムで
は、「宇宙からみたリハ医学」というテ
ーマで各シンポジストより詳細に報告が
され、興味深く拝聴しました。招待講演
ではRobinson教授による外傷性末梢神
経障害の電気診断について非常に解り易
く、さらに質疑ではKimura教授との間
でディスカッションになる等、極めて印
象的な講演でありました。
2日目機器展示会場では、財団法人鉄

道弘済会による自転車競技用義足や、慶
應義塾大学とコナミの共同開発による新
しい自転車エルゴメーターのデモンスト
レーションが行われました。いずれも多
くの聴衆に囲まれ熱心な意見交換がやり

取りされていました。また専門医会で
は、経験豊かな先生から、症例を交えな
がら具体的な「リハ処方」が提示されま
した。先端的な治療とその効果が提示さ
れ非常に興味深く勉強になりました。立
ち見が出るほどの盛況で、聴衆との熱い
討論も続きました。
3日目の先端シンポジウムでは「ブレ
インマシンインターフェースはリハに
何をもたらすか」というテーマで日本の
BMI研究を引っ張る先生方から最先端
の研究報告がなされました。内容は、基
礎の分野から、患者さんに施行された具
体例まで動画をふんだんに交え提示し
ていただきました。現状報告にとどまら
ず、今後の研究課題が提示され、まさに
「夢と希望への挑戦」というテーマにあ

第46回 日本リハビリテーション医学会学術集会
印象記　　　　　　東海大学医学部専門診療学系リハビリテーション科学教室　笠原 隆
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方は大変御心配されたことと思います。
しかし最終的に2,600名を超える参加者
があったとのことで、大成功だったので
はないでしょうか。このような素晴らし
い学術集会を成功裏に運営された慶應義
塾大学月が瀬リハビリテーションセンタ
ーおよび医学部リハ医学教室スタッフの
皆様に心より感謝いたします。

第46回学術集会を終えて
幹事　長谷 公隆

第46回学術集会は、新型インフルエンザへの対応で開催
が危ぶまれた時期もございましたが、2,600名を上回る諸先
生をお迎えして、有意義かつ活発な意見交換を賜り、盛会裏
に終えることができました。これもひとえに会員の皆様、学
術集会関係各位のご協力、ご支援の賜物と深く感謝申しあげ
ます。
本学術集会ではメインテーマとして掲げた「夢と希望への
挑戦」に準じて、リハ医学が取り組むべき臨床・研究・教育
のテーマを様々な切り口で取り上げ、特別講演、招待講演、
シンポ、パネルとして企画いたしました。演者ならびに座長
の諸先生のお力添えにより、リハ医療の現場から先端医学の
分野に溢れる‘夢と希望’を静岡の地で共有することがで
きました。また、一般演題の各会場でも、同一領域のセッシ
ョンの重複回避がある程度調整できたこともあり、数多くの
先生にお集まりいただいて、活気漲る討論が随所でみられま
した。参加者の皆様にはそれぞれが、明日のリハ診療に役立
つ糧を得ていただけたのではないかと思います。一方、学術

集会が担っていかなくてはならないもう一つの重要な役割
が、生涯研修の場を提供する機能です。教育講演では、リハ
に携わる医師が履修しなくてはならないすべての領域が網羅
されるように企画しました。リハ医療における神経生理学の
臨床的意義を世界レベルで語る特別教育セッションは、国際
的水準での教育研修を目指した今回の新たな試みでした。教
育講演には、予測を上回る聴講者のご参集をいただき、一部
の先生にはご不便をお掛け致しましたことを深くお詫び申し
上げますとともに、これらの継承すべき学会プログラムのあ
り方について申し送ってまいりたいと存じます。県民・市民
公開講座では、日本の医療をめぐる熱のこもったご講演をも
とに、300名を超える皆様との密度の濃い意見交換ができま
した。ご講演を賜りました宇沢弘文先生には、学術集会終了
後に、地球環境国際賞であるブループラネット賞を受賞され
ましたことを、この場を借りてお祝い申し上げます。また、
一般公開とした機器展示では、金融危機の荒波を乗り越え
て、各種のイベントを企画し、魅力ある展示スペースをご提
供できたのではないかと思います。
学会準備ならびに運営におきましては、いろいろな面でご
迷惑、ご不自由をおかけしたかと存じますが、ご容赦いただ
ければ幸いです。次回、鹿児島での学術集会の成功を祈念し
て、第46回学術集会のご報告とさせていただきます。

第47回日本リハビリテーション医学会学術集会は、2010年5月20日（木）～22日（土）、鹿児島市民文化ホール・鹿児
島サンロイヤルホテル・みなみホール（鹿児島）にて、会長：川平和美（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビリテー
ション医学教授）のもと、テーマ「今日の先端科学を明日のリハビリテーションへ」で開催予定です。

った内容でした。
このほかにも、招待講演や教育講演、
ランチョンセミナーなど、アジアを中心
に海外からいらした多くの先生がご講演
をしてくださり、非常に国際色豊かな充
実した内容でした。
学会直前に新型インフルエンザ騒動も
あり、準備・運営に携わった多くの先生



区分 事前登録
（2009年8月31日（月）までにご登録の方） 当日登録

専 門 医 10,000円 12,000円
専門医以外会員 10,000円 12,000円
非 会 員 10,000円 12,000円
学生・コメディカル 3,000円（事前・当日とも同額） 3,000円

*実技セミナー以外のプログラム
全てに参加可能。

意見交換会費
2,500円

*学術集会参加費とは別に必要。
10月17日（土）18：00～20：30

（於：RAKO華乃井ホテル）
3,000円

実技セミナー
（30名程度 先着順）

3,000円
*学術集会参加費とは別に必要。

申込方法は別紙参照。
なし

専門医会では、リハ科専門医の資質向上のため、また、リハ科専門医を目指す会員各位の生涯教育の場となるように、
年に1回リハ科専門医会学術集会を開催しております。2009年は下記のスケジュールで開催の準備を進めています。な
お、学術集会終了後、実技セミナーを同会場で開催する予定です。詳細につきましては、学会誌、ホームページなどに掲
載させていただきます。また、学会誌等にて公示されていますとおり、2008年4月からリハ科専門医の資格更新条件とし
て認定期間中の専門医会学術集会への参加が必須となっております（学会誌第43巻12号792頁）。
リハ科専門医はもとより、専門医以外の医師の参加も可能です。多くの先生方のご参加を心よりお待ち申し上げます。

第4回 リハビリテーション科専門医会学術集会プログラム

※ 事前登録方法：オンラインでご登録いただ
くか、別紙申込書をFAX送信してお申込
みください。（詳細は、ホームページ・学
会誌第46巻3号等をご参照ください）
※ 1・2日目のランチョンセミナーは無料で
す。セミナー開始前に先着順にチケットを
配布し、セミナー終了後チケットをお持ち
の方にお弁当をお渡しします。

※ 2日目のバスツアーは無料です。希望者は
会場受付で予約し、先着30名で締め切り
ます。

※ 認定単位：専門医会学術集会参加（10単位）
＋教育講演受講（10単位×3講演＝30単位）
※ 教育講演受講カードは、受付される時間に
よりお渡しできる枚数が異なります。

開催時期：2009年10月16日（金）～18日（日）
会　　場：下諏訪総合文化センター（下諏訪駅より徒歩10分）
　　　　　〒393-8501 長野県諏訪郡下諏訪町4611番地40
　　TEL： 0266-28-0018

9：40～9：45 開会式

9：45～11：45

シンポジウム 「臨床に生かす動作解析」
　座長　蜂須賀 研二 （産業医科大学リハビリテーション医学講座）
　　　　山本 澄子（国際医療福祉大学大学院福祉援助工学分野）
パネリスト
　立位姿勢の解析…………長谷 公隆 （慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室）
　片麻痺の歩行分析………大橋 正洋 （神奈川リハビリテーション病院リハビリテーション科）
　脊髄損傷の動作解析……松永 俊樹 （秋田大学医学部リハビリテーション部） 
　装具の動作解析…………山本 澄子（国際医療福祉大学大学院福祉援助工学分野）
　失調患者の動作解析……加賀谷 斉（藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座）

11：45～12：45 ランチョンセミナー 「髄腔内バクロフェン持続注入」
11：45～13：00 meet to the Mentor* 千野 直一、米本 恭三、平澤 泰介、田中 信行

13：00～14：00
教育講演1.「片麻痺回復のための革新的リハを目指して； 効率的な神経路再建／強化の理論と実際」 
　川平 和美（鹿児島大学大学院医歯総合研究科リハビリテーション医学）
　座長　原 寛美（相澤病院総合リハビリテーションセンター）

14：00～14：10 休憩

14：10～16：10
ポスター 24題
一般演題口演10題
各最優秀賞1、優秀賞2　翌日意見交換会で表彰

16：10～17：10
代表世話人講演 「脳性麻痺児のリハ処方と長期予後」
　朝貝 芳美 （信濃医療福祉センターリハビリテーション科）
　座長　君塚 葵（心身障害児総合医療療育センターリハビリテーション科）

10月16日（金）

参加費

専門医会コラム
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8：50～9：50
教育講演2.「チームワークとリーダーシップ」
　才藤 栄一 （藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座）
　座長　水間 正澄（昭和大学医学部リハビリテーション医学教室）

9：50～10：00 休憩

10：00～11：00
教育講演3.「がんのリハビリテーション：進行がん患者への対応を中心に」
　辻 哲也 （慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室）
　座長　生駒 一憲（北海道大学病院リハビリテーション科）

11：00～12：00
招待講演 「What strategies can be employed to treat swallowing disorders and dysphagia?」
　 Prof. Arthur J. Miller（Div. of Orthodontics, Dept. of Orofacial Sciences, Univ. of California at San Francisco）
　座長　藤島 一郎（浜松市リハビリテーション病院リハビリテーション科）  

12：00～13：00 ランチョンセミナー「ボツリヌス菌毒素注射」
12：00～13：30 バスツアー 諏訪大社秋宮、春宮、信濃医療福祉センター 
13：30～14：30 専門医会総会

14：30～16：00

パネルディスカッション 「リハ専門医が彩る回復期リハ病棟」
　座長　石川 誠（初台リハビリテーション病院リハビリテーション科）
　　　　園田 茂（藤田保健衛生大学七栗サナトリウムリハビリテーション科） 
パネリスト
　梅津 祐一（小倉リハビリテーション病院リハビリテーション科）  
　赤星 和人（市川市リハビリテーション病院リハビリテーション科）       
　岡本 隆嗣（西広島リハビリテーション病院リハビリテーション科）

16：00～16：10 休憩

16：10～17：10
「小児リハ問題例の検討」 
　高橋 秀寿（杏林大学医学部リハビリテーション医学教室）
　座長　岡川 敏郎（愛知県青い鳥医療福祉センターリハビリテーション科）

18：00～20：30 全員意見交換会 RAKO華乃井ホテル

10月17日（土）

9：00～12：00

シンポジウム 「摂食・嚥下の運動学」
　座長　石井 雅之（川崎医療福祉大学医療技術学部リハビリテーション学科）
　　　　藤谷 順子（国立国際医療センターリハビリテーション科）
パネリスト
　摂食・嚥下解剖学のトピックス…………………井出 吉信（東京歯科大解剖学）
　嚥下造影からみた摂食・嚥下の運動学…………依田 光正（昭和大学保健医療学部理学療法学科）
　嚥下内視鏡からみた摂食・嚥下の運動学………藤島 一郎（浜松市リハビリテーション病院リハビリテーション科）
　筋電図と嚥下圧からみた摂食・嚥下の運動学…青柳 陽一郎（川崎医科大学リハビリテーション医学教室）
　CTからみた摂食・嚥下の運動学…………………馬場 尊（藤田保健衛生大学医療科学部リハビリテーション学科）

12：00～12：05 閉会式

13：00～15：00 実技セミナー ** 「小児運動機能評価」 
　近藤 和泉（藤田保健衛生大学藤田記念七栗研究所リハビリテーション部門）

10月18日（日）

**実技セミナー 「小児運動機能評価」
日　　時：2009年10月18日（日）13：00～15：00
場　　所：下諏訪総合文化センター
対　　象：日本リハビリテーション医学会会員
内　　容： 近藤和泉先生によるGMFMやPEDIなどの
　　　　　小児運動機能評価の実習
定　　員：30名程度（先着順）
申込方法：http://www.cs-oto.com/4reha/registration.html、
　　　　　及び第46巻3号を参照

問合せ先：株式会社オフィステイクワン内
　　　　　第4回リハビリテーション科専門医会学術集会 担当：鎌田、恒川
　　　　　TEL：052-930-6145
備　　考： 本セミナー参加による単位認定はありません。教材として「GMFM 粗

大運動能力尺度（医学書院） 3,000円」を使用いたします。参加される方
は、予めご購入ないしご準備の上、会場に持参していただくことにな
ります。なお当日、会場では販売いたしませんので、ご注意ください。

代表世話人：朝貝 芳美（信濃医療福祉センター）
専門医会ホームページ：http://www.jarm.or.jp/member/member_specialists/
問合せ先：○学術集会について……演題募集締切：8月17日（月）
　　　　　　信濃医療福祉センター 朝貝 芳美（TEL：0266-27-8414）
　　　　　○事前参加登録について……登録締切：8月31日（月）
　　　　　　株式会社オフィステイクワン内 第4回リハビリテーション科専門医会学術集会
　　　　　　担当：鎌田、恒川（TEL：052-930-6145）
　　　　　○宿泊案内について……宿泊申込締切：8月15日（土）
　　　　　　ジェイツアー担当：林、宮坂（TEL：0266-22-6644）
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 2008年度 論文賞受賞者紹介 

「最優秀論文賞」
種　別：原著
掲載号：Jpn J Rehabil Med 45-2号113-119頁
題　名：高次脳機能障害者の重症度と就労率
著者名：丸石 正治、近藤 啓太、上野 弘貴

最優秀論文賞受賞に際して
丸石 正治

（広島県高次脳機能センター）

このたびは名誉ある賞をいただき、ありが
とうございました。これもひとえに、高次脳
機能障害支援対策が全国レベルで進展して
いる背景があったからこその評価だと思い
ます。これまで頑張ってこられた当事者・家
族、関係者の方々に感謝申し上げますととも
に、今後も責任を自覚して活動していきたい
と思います。
本論文はごく簡単な方法でデータ解析した
だけのもので、評価されたのは日頃の実践部
分だったと感じています。これは、医師、訓
練士、心理士、相談員、事務員が互いに連
携・協力したチームアプローチの結果で、受
賞の喜びをスタッフ全員で分かち合えること
を嬉しく思います（ミンナ、アリガトウ！）。
広島県でこのような活動ができたことは、そ
れを支えてくださった施設職員・関係機関
の方々のお陰で、あらためて感謝申し上げま
す。
障害者の世界にずっと身を置いてきて、数
値で示すことができない「大切なこと」を沢
山感じてきました。医師として、それをエビ
デンスまで昇華させるような仕事をしていき
たいと思います。これからもよろしくご指導
の程お願い申し上げます。

略歴：
1983年防衛医科大学校卒業、同年防衛医科
大学校付属病院脳神経外科、1990年井野
口病院脳神経外科医長、1998年北海道大
学医学部リハビリテーション医学講座助手、
2001年広島県立身体障害者リハビリテーシ
ョンセンター科長、2006年広島県高次脳機
能センターセンター長

優秀論文賞受賞に際して
笛吹 亘

（城北病院内科リハビリテーション科）

このたびはこのような名誉ある賞をいただ
き誠にありがとうございます。とても光栄に
思っております。この論文の作成にあたって
は、園田茂教授に多大なるご指導を賜りまし
た。ご協力いただきました共著者の先生方、
励ましてくださったたくさんの方々に厚くお
礼を申し上げます。
現在栄養サポートチーム（NST）として
代表される栄養介入が日常診療として行われ
ていますが、今回はリハ分野でその影響がど
う現れているのかを調査しました。日頃の
診療から得られたデータを用いて、NSTの
介入が日常生活動作（ADL）能力向上に寄
与しているかを機能的自立度評価法（FIM）
を用いて分析しました。今後はリハ分野の栄
養介入の具体的な指標についての検討も課題
ではないかと思っています。
どの分野においても栄養管理は基本と言え
ますが、逆に当たり前すぎておろそかになる
現実があります。栄養面からのアプローチは
診療の主たるものにならないことが多いです
が、決して欠かしてはならない視点であるこ
とをこの論文作成に当たり強く感じました。
大変貴重な経験をしました。今後の診療に生
かしていきたいと思います。

略歴：
2000年3月旭川医科大学医学部卒業、4月
石川勤労者医療協会城北病院（石川県金沢市）
研修医、以後同院内科所属、2004年10月藤
田保健衛生大学医学部リハビリテーション医
学講座研究員、2006年6月近森リハビリテ
ーション病院（短期研修）、2006年10月城
北病院内科リハビリテーション科医長（現職）

奨励賞受賞に際して
百崎 良

（東京慈恵会医科大学第三病院
　リハビリテーション科）

このたびはこのような名誉ある賞を
いただきまして、誠にありがとうござ
いました。研究、論文作成にあたりご
指導いただきました安保雅博教授、菅
原英和先生、査読に際してご指導いた
だきました先生方に深く感謝し、お礼
申し上げます。
受賞論文は、日本リハ医学会研修施
設における胃瘻交換に対する実態調査
であります。胃瘻交換に際し合併症を
完全に防ぐことは難しく、適切な誤挿
入予防対策やマニュアル、胃瘻交換同
意書が必要であることなどを報告いた
しました。また、本研究はリハ医学会
研修施設の諸先生方のご協力によるも
のであり、この場をお借りして厚くお
礼申し上げます。今後ともリハ医学の
発展に貢献できるよう、努力していき
たいと考えています。ありがとうござ
いました。

略歴：
2004年東京慈恵会医科大学卒業後、
同大学附属第三病院にて臨床研修。
2006年同大学リハビリテーション医
学講座入局。都立大塚病院を経て、現
在東京慈恵会医科大学附属第三病院リ
ハビリテーション科勤務。

「優秀論文賞」 
種　別：原著
掲載号：Jpn J Rehabil Med 45-3号184-192頁
題　名： 脳卒中回復期リハビリテーションへ

の栄養サポートチーム介入
　　　　―Functional Independence Measure
　　　　を用いた効果検証―
著者名： 笛吹 亘、園田 茂、鈴木 亨、岡本 

さやか、東口 髙志、才藤 栄一

「奨励論文賞」 
種　別：原著
掲載号：Jpn J Rehabil Med 45-5号291-295頁
題　名： リハビリテーション医学会研

修施設における胃瘻カテー
テル交換に対する実態調査

著者名： 百崎 良、菅原 英和、佐々木
信幸、安保 雅博、木村 知行
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2008年12月に米国BaltimoreのJohns Hopkins大学、
Palmer教授の研究室を訪ねました。米国を訪れるのは
約10年ぶりであり、聞いてはいたのですが空港でのセ
キュリティーチェックが厳しくなっていることを実感
しました。 12月であり当地はかなり寒いのではないか
と思ったのですが、それほどではなくほっとしました。
Palmer教授はリハ科医で米国での摂食・嚥下リハにお
ける 第一人者であり、咀嚼嚥下に関するプロセスモデ
ルの提唱者です。現在、川崎医科大学の関先生が留学さ
れており、空港まで迎えに来ていただくなど大変お世話
になりました。訪問中はPalmer教授、関先生と3人で
昼食をとりながら摂食・嚥下に関する研究、筋の動き、
電気刺激などについて楽しいdiscussionを行いました。
研究室では以前、藤田保健衛生大学を訪問したことがあ
るGerman教授、Dr. Marlisにも会え、大歓迎を受けま
した。その後ワシントンDCまで関先生に車で送ってい
ただき、NIHのLudlow教授を訪ねました。Ludlow教
授は摂食・嚥下障害に関する機能的電気刺激の研究を精
力的に行っています。現在、完全埋め込みシステムの
治験を行っており、ある程度結果が出た時点で製品化
していくかどうかを決める予定のようです。ただし、企
業との契約の関係から、完全埋め込みシステムの詳細に
ついては話してもらえませんでした。藤田保健衛生大学

での摂食・嚥下障害に対する機能的電気刺激の経験に
ついて“Functional electrical stimulation in treating 
patients with severe reduced laryngeal elevation”
として1時間の発表を行いました。ワイヤー電極を埋め
込んで舌骨上筋と甲状舌骨筋の電気刺激を行った研究で
すが、筋の反応と動きについてはvery goodとほめてい
ただきました。
最先端の研究に触れると自分が刺激を受けているのが
わかります。海外研修助成に選出していただいた日本リ
ハ医学会の諸先生方に厚くお礼を申し上げます。今回の
海外研修で得たものを今後の診療や研究に生かしていき
たいと思っています。

今回、私は海外研修助成金を得
て、ベルリンで開催された第22回
国際高血圧学会（第18回ヨーロッ
パ高血圧学会、2008年6月15～20
日）に参加した。日本からベルリン
へは、直行便はなく、パリ経由で入
った。EU圏内からの到着とのこと
でベルリンでの入国手続きはほと
んどないに等しく、本当にEUがひ
とつの国のようになりつつあるのだ
と感じられた。ベルリン市内は、地
下鉄と列車がうまく乗り入れがで
きており、学会会場のICC（Inter- 
national Congress Centre）は地下
鉄の駅から直接入ることができ、と
ても便利であった。
しかし、ICC内はとても広く、こ
れだけ大規模な学会にもかかわら
ず、使われていない部屋も多かっ
た。事実最初のお目当てのセッショ

ンには間に合わなくなって、演題を
一部聞き逃してしまう始末であった。
筆者は第3日目の“new therapeu- 
tic developments”のセッションで、
ポスター発表を行った。ラットに対
して電気刺激を行い、その血流量
を測定したのだが、写真のできがよ
かったのか、“Oh！ beautiful”な
どといわれて恐縮してしまった。あ
る科学者が言うには、最大の賛辞は
“beautiful”とのこと。次に発表す
るときは画像ではなく、演題の中身
でそういわれるように精進しようと
思った。
また、私は自分の発表以外にもい
くつかのセッションに参加した。各
セッションとも臨床と基礎実験の発
表が混在しており、人の出入りが激
しく落ち着かない印象であった。た
とえば、in vitroでのストレッチに

2008年度 海外研修助成 印象記

よる細胞内シグナル伝達についての
研究と、脈波伝搬速度PWVと心血
管疾患危険因子の関連についての研
究が同じ“vascular plasticity”の
セッションで討論されていた。それ
でも、世界でトップレベルの研究者
の集まった学会での活発な討論を聞
いたり、その雰囲気を肌で感じるこ
とはとても有意義であった。

加賀谷 斉
（藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座）

長坂 誠
（東北大学大学院医学研究科内部障害学分野）

Palmer教授と筆者
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氏　　名：Ngan Hong Anh, MD （39歳、女性）
所　　属： Department of Rehabilitation Medicine, 

Vietnam National Institute of Gerontology, 
Hanoi, Vietnam（ハノイ、ベトナム）

期　　間：2008年10月31日～11月7日
訪 問 先：東北大学大学院リハビリテーション医学講座
発表演題： “Effectiveness of low-energy shock wave 

therapy for patients with chronic plantar 
fasciitis”, “Shoulder joint injection in com-
bination with exercises in management of 
frozen shoulder”, “Impairment of cognitive 
function in Parkinson’s disease patients”, “The 
roles of rehabilitation medicine in geriatric 
care”

日本でお世話になった皆さんに
感謝の気持ちを伝えることが遅く
なってしまったことを、まずお詫
びしたいと思います。ベトナムに
帰国直後にハノイで発生した洪水
への対処と、専門医試験への準備
に忙殺されてしまいました。
第一に私の日本訪問について多
大なるご支援をいただいた日本リ
ハ医学会に、そして私の研修を快
くお引き受けいただいた東北大学大学院リハ医学講座の先生
方に厚く御礼を申し上げます。
私は日本に到着して1日目に、日本語が全く理解できない
ことを痛感しました。少しばかり困ったこともありました
が、東京から仙台までの小旅行を十分に楽しむことができま
した。そして東北大学を訪れてからは、とてもたくさんの温
かな心遣いをいただきました。今回の研修で私を担当された
東北大学の近藤先生は、リハ医学教室での4日間について充
実したプログラムを用意してくださっていました。教室で動
作解析についての講義を受けましたが、この手法は私がこれ
までベトナムで見たことのない領域でとても印象的でした。
3・4日目は上月正博教授から心臓リハについて2つの講義を
聴くことができ、臨床現場でのご経験についてお話していた
だきました。上月教授からはベトナムの私の施設での心臓リ
ハの導入についても、貴重なアドバイスをいただくことがで
きました。東北大学での心臓リハは入院患者だけではなく、
外来でも一種のクラブのような形式で行われており、それぞ
れの環境で運動療法が実施されている処を拝見できました。
私のキャリアにとって、今回の研修は非常に貴重な体験で
あったと思います。これからも日本リハ医学会のご厚情を、
ベトナムの仲間たちに向けていただけることを願っていま
す。

2008年度
外国人リハビリテーション医交流印象記

氏　　名：Gonzalez-Fernandez, Marlis, MD（34歳、女性）
所　　属： Physical Medicine and Rehabilitation Johns 

Hopkins University, School of Medicine, 
Baltimore, USA（バルチモア、米国） 

期　　間：2008年9月24日～10月8日
訪 問 先： 藤田保健衛生大学 リハビリテーション医学講座
　　　　　藤田保健衛生大学七栗サナトリウム
　　　　　川崎医科大学リハビリテーション医学教室
発表演題： “Racial Differences in Dysphagia after 

Stroke”, “Dysphagia after stroke： Neuroana-
tomical Correlates”, “Post-Stroke Dysphagia 
Rehabilitation in the United States”

2008年度のトラベリングフェ
ローに参加でき、大変光栄に存じ
ます。日本に滞在する前に、2つ
の目標を達成したいと考えていま
した。第一に、アメリカで行った
研究結果がアジア人においても適
応できるかを検討すること、第二
に多くの日本人の研究者や医師に
お会いして、今後われわれと共同
研究できればよいと考えていまし
た。
はじめに訪れたのは、藤田保健衛生大学リハ医学講座でし
た。日本におけるリハ医学を理解するうえで大変貴重な経験
となりました。嚥下障害と呼吸器のリハを見学しました。医
師とセラピストが、患者に対して最善の結果をだせるように
取り組んでいる姿に感銘を受けました。
次に七栗サナトリウムを訪問しました。患者のさまざまな
要求に対するリハが可能なすばらしい施設でした。
大学では嚥下障害とロボット研究が主に行われていまし
た。私の興味も嚥下障害であり、これらの研究は大変興味深
いものでした。ロボット装置によって、脊損患者が歩行でき
るための研究が進められ、実際の患者にも応用されていまし
た。
脳外科の教授で、脳梗塞に対するリハで活躍されている加
藤洋子先生にお会いできたことに感謝しています。ここで、
嚥下障害の進行について民族間で相違があることを発表し、
脳外科の先生と一緒に議論することができました。彼女は私
の研究に興味をもたれ、共同研究が可能になったことに感謝
しています。
川崎医科大学リハ医学教室では、われわれの神経解剖学に
おける知見について発表することもできました。
すばらしい日本のホスピタリティーを経験し、多くの日本
文化とおいしい食事を楽しむことができました。さまざまな
都市に観光できたことも貴重な経験になり感謝しています。
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はじめに
ある朝、台所で「トントントン」と音がする。すぐ起床し
確かめようとするも中々体がいうことをきかない。『おかし
いな……』こんなことなかったのに。それは、出勤前、夫が
朝ごはんの用意をする音だった。
この時、自分が関節リウマチ（RA）の初めての症状であ
ることには、全く気がつかなかった。それでも当時、幼稚園
に重い体を引きずりながら出勤し、子ども達との園生活に何
時の間にか節々の痛さを忘れ、飛び回っていたものでした。
それから、2年間、日を増すごとに手足の機能がおもわしく
なく「なぜだろう」何か変な病気に罹っているのではと、不
安な毎日でした。そこに、園医であり、ある大学の高名な整
形外科学教授の先生に「毎日毎日、体を動かすのがとても辛
い」ことを話すと、『チョットそこを歩いてごらん』と、私
の動作を見るなり『あす、大学で受診をしなさい』即座に
指示を受けました。時に42歳、RAに罹患して26年である。
現在、間質性肺炎と、肺癌を患い闘病中である。
現状について
RAは、発症して「2年間の治療が最も大切な時期」と色々

な先生方の講演で言われている。けれども、その時期は、い
わば人生の中で一番の働き盛り、思うような診察と加療がで
きない状況もこれしかりである。RAの発症年齢は、40～50
歳代が最も多いとの現実。私自身、的中している。ジャン
ボ宝くじに当たるのは大歓迎だが、このようなものには本当
に、ごめんなさいと避けられるものならの思いである。
膝関節の滑膜切除を15～16回『これほど手術するのは珍
しい』との主治医の弁。この膝関節の滑膜切除から今日ま
で大小あわせ、ことリウマチに関して18か所、私の体にメ
スが入れられている。それぞれ、先生方の名前が手術部位毎
に、壮烈に名前が刻まれ傷痕となっている。手足の変形のな
い関節リウマチ、この症状もまた珍しいとの診断。見た目に
は何ともない普通の状態。しかし、年を経るごとに極端な運
動機能の低下。適宜の筋肉を強化をとの指導に水泳教室への
通い、水中での歩行訓練。少しずつ歩行困難さが顕在化する
中で、なんとか自力で筋力をつけようと努力してきたが、家
族の手助けとインストラクターの手を借りなければならない
ようになると、自然と足が遠のいてしまった。それでもこの
水泳教室は、気分転換と適当な筋力増強が目に見え、体を動
かすことからの食事の量が増え、薬効も体の症状も好転して
いたと自負していた。ある意味で、とても有意義なリハでも
あったと自己診断。
以下に主な症状と治療を記してみると
1）両足底骨切り（歩行困難解消のため）
2）右足首腱断裂手術
3）両手首骨切り（両手の平を反すため）
4）両肩の手術（両手が90度上へ、上がらない）
5）右膝関節人工置換術（2度置換施術）
6）シェーグレン症候群
7）胃潰瘍、逆流性食道炎

8）間質性肺炎、肺癌（治療方法がない）
9） その他、四肢機能低下による転倒、手足の骨折。自分
は、ちょっとした高さを越したつもりがそうでない等。

問題点
近年、医療技術と新薬の目覚ましい開発はRA患者にとっ
て、朗報である。しかしながら現在の医療制度は、人間を
大事にするのか物を大事にするのか、私たち患者にとって不
安な毎日を過ごしている冷たい現実を直視しなければならな
い。
年々増大する医療費。誰が悪いとか正しいとかの問題点を
突き詰めるのではなく、現実の患者をどう健全な体に戻すか
が、最低限の医療制度の理念あるいは基本である。日本の医
療制度は、予防医療制度の貧困化であり病気にならなければ
治療を受けることができないこと。火事は、小さい内に消
火するのが財産の消失を最低限に抑えることができる。つま
り、健康診断の充実化を図ることが費用対効果を最大限発揮
できるのではないでしょうか。
政府の医療費の抑制策は、私たちリハを必要とする患者に
とって被害甚大である。時間と日数の制限は、なにものにも
代え難い屈辱である。もう少しリハをすると、日常生活に大
きく寄与できるものが、予算の縮減によって中途半端となっ
ている。健康体に戻れば、仕事に復職することも可能な一面
もある。国の税収面にも当然反映することもなる。一方病院
で受診リハの部屋を見渡せば、立派なリハの設備が遊休化し
ていることも見受けられ、療法士の方々の生き生きした姿を
見出すことができない。
対策と課題
今後の対策として、次のとおり整理したい。
1） 予防医療制度の確立：具体的に現在の健康診断制度の
中身を精査し、重篤な病気の早期発見に努める。

2）地域医療制度の確立（図）
少々、掘り下げた分析ができず一般論となりましたが、医
療制度の発展につなぐ一助になればと願う次第です。

図　地域医療制度の確立

大学

病院 行政
民間

・理学療法士の派遣
・作業療法士の派遣
・資金の助成
・設備の提供・貸与

・二重設備投資の防止
・各専門的に施策の追及

・指導者の育成・指導

・リハの計画・研究
・分析検討・評価

RA患者の生きるための叫び
―四肢機能障害はどこまで回復しますか―

社団法人日本リウマチ友の会福岡支部　支部長　徳吉 千壽子

リハ医への期待

第4回



＜システム委員会＞
システム委員会の現況報告とお願いをいたします。
リハ学会会員用webシステムは昨年度から運用が開始されて
います。会員番号調べや認定単位確認にご利用いただきましたで
しょうか。専門医会はメールマガジン、掲示板を精力的に活用し
てくれています。全会員、評議員用の掲示板は少々寂しい状況に
ありますが、昨年度末に利便性改善修正を行った委員会掲示板の
利用度は増しています。
メールマガジンやアンケート、（今後構築する方向にある）ウ
ェブ選挙は、会員の皆様の登録数が増えないと利用価値が低くな
ってしまいます。6月18日現在、2,454名の登録（うち、専門医
1,007名）であり、さらなる登録増が切に望まれます。
登録増加の目的で、5月の理事会にて「抄録登録はリハ学会会
員用webシステムのページを経由して貰う」ことが了承されま
した。6月の評議員会、総会でも報告・周知されています。次回
のリハ学会への抄録作成時にはリハ学会会員用webシステムご
登録の上、会員ページに到達して、そこから抄録登録ページに進
んでいただくことになりますのでご承知おきください。
今後、会員属性を掲示板に自動的に反映させて、例えば女性リ
ハ科専門医の会の掲示板なども作れるような仕組みを導入してい
きたいと考えています。 　　　　　　　　　 （委員長　園田 茂）

＜認定委員会＞
1．専門医・認定臨床医資格の同時更新
今回の更新から専門医資格の更新に合わせて、規定された認定
臨床医の単位を取得された方は、専門医と認定臨床医資格を同時
に更新することができるようになりました。必要とする条件を満
たされた先生方には今後更新申請に関する書類を送付させていた
だきますので更新手続きをよろしくお願いいたします。
2．専門医活動報告書提出のお願い
該当される先生方には文書でお伝えしておりますが、専門医資
格を更新するには5年間で200単位を取得することに加え、専門
医活動報告書を提出することが必須となっています。現在まで専
門医活動報告書が未提出の先生には所定の文書に記載の上必要と
する資料を添えて学会事務局まで提出いただきますようにお願い
いたします。
3．研修施設関係書類のWebシステム化
本医学会では個々の会員に関する情報についてはWebシステ
ム化されておりますが、現在認定委員会では研修施設に関しても
登録施設の新規申請および変更、5年ごとの資格更新、年次報告
に関する情報についてWebシステムを利用した申請手続き等を
具体的に検討しております。今後詳細について決まりましたら、
学会誌やHPを通じてお知らせさせていただきます。

（委員長　菊地 尚久）

＜障害保健福祉委員会＞
障害保健福祉委員会は地域リハ、障害者スポーツ、障害福祉等
を3本柱として活動してします。ここに今年度の活動計画を紹介
いたします。
2009年1～3月に行われました地域リハwebアンケートでは

374名の会員から回答をいただきました。ご協力どうもありがと
うございました。今後、地域リハのあり方とリハ医の役割につい
て分析結果を報告する予定です。
この4月に障害者スポーツ関係団体リスト等のホームページ

（会員、市民向け）の更新を行いました。まだ、ご覧になってい
ない会員の方は是非とものぞいて見てください。障害者が健康づ

くりや体力向上のためにスポーツに参加し、リハ関係者が障害
者の体力やスポーツに関心をもつきっかけとなるように標準的
な障害者の体力評価方法があればよいと考えています。今年度
は、障害者の体力評価方法などの文献収集を行う予定です。将
来的には「障害者体力評価法ガイドライン」の作成につなげて
いこうと考えています。
障害者自立支援法3年後の見直しを踏まえ、身体障害のみな
らず、精神、知的障害や制度の狭間にある高次脳機能障害、発
達障害を含めた障害者の支援制度全般にわたり会員に必要な知
識・情報を分りやすく解説する「リハ医のための障害者支援ハ
ンドブック」作成の準備年度といたします。（委員長　 樫本 修）

＜評価・用語委員会＞
4月に委員の交代がありました。評価・用語委員会の委員を
長く務めてくださった佐賀大の浅見先生と交代して、宮城県の
長町病院院長の水尻強志先生が新たに委員に加わりました。リ
ハ医学に関するブログをこまめに更新されており、医学情報誌
に取り上げられたことも有る先生で、リハ医学用語のオンライ
ン事典化に向けての戦力として期待しております。
病名を電子的に扱う際に標準コードを用いることが必要であ
り、電子カルテやオンラインレセプト請求ではMEDIS-DCが
管理している標準病名の使用が推奨されています。リハ医学
用語集第7版の標準病名への採用状況を確認したところ、未掲
載の語が多いことが分かり、昨年末に100語強の追加要望を行
いました。そのうち第一陣として、ビタミンD欠乏性くる病、
開張足、舟底足、尺側偏位、延髄出血、パンコースト症候群、
ムチランス変形、脳梁離断の8語が6月1日に追加登録されま
した。標準病名を採用している施設の皆様におかれましては、
システム管理者に標準病名のアップデートの依頼をいただくと
使用可能な病名が若干増えるかと存じます。要望の残りについ
ては、今後、逐次追加いただけるものと考えております。

（委員長　根本 明宜）

＜脳卒中治療ガイドライン策定委員会＞
脳卒中治療ガイドライン策定委員会の活動状況についてご報
告いたします。
日本脳卒中学会、日本神経学会、日本脳神経外科学会、日本
神経治療学会、日本リハ医学会の5学会による合同ガイドライ
ン委員会により「脳卒中治療ガイドライン2004」が刊行され 
5年近くが経過しました。前回は、脳卒中のリハのEBMを念
頭に置き、エビデンスレベルの高い文献を中心にまとめており
ますが、臨床応用が難しい面もあったかと思います。日本リハ
医学会のホームページ上でパブリックコメントを募集し、改め
てエビデンスを再検討し追加を重ね、「脳卒中治療ガイドライ
ン2009」の刊行に向けて準備を行っています。改訂版では、「リ
ハ」と「脳梗塞」・「脳出血」などのセクションとの整合性を図
ること、エビデンスを再考した上で推奨を作成すること、日常
診療において使いやすくする工夫として具体的な解説を行い
「附記」を追加することなどを検討し、現在、最終校正を提出
したところです。
「ガイドライン2009」が刊行された折には、是非会員の皆様
のご意見を伺いたいと存じます。よろしくお願いいたします。

（委員長　中馬 孝容）

＜広報委員会＞
リハニュース第44号（2010年1月刊行予定）について
いつも本誌をご愛読いただきありがとうございます。さて、
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広報委員会ではこの度、2010年1月刊行予定のリハニュース第
44号を「医学生・研修医のためのリハビリテーション医学ガイ
ド（仮題）」として刊行することとなりました。リハ科医師の魅
力を分かりやすく伝える誌面とし、リハ医学への志を促すための
パンフレットとしてご活用いただけるよう現在鋭意作成中です。
なお、これに伴いまして第44号の各種お知らせ等は休載とさせ
ていただきます。会員の皆様にはご了承の程、よろしくお願い申
し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　山田 深）

＜北海道地方会だより＞
今後の北海道地方会の予定をご連絡します。2009年9月5日

（土）の午後1時から北海道大学医学部臨床講義棟大講堂で第20
回日本リハ医学会北海道地方会ならびに専門医・認定臨床医生涯
教育研修会を開催いたします。例年通り北海道医学大会の分科会
としての開催です。本稿がお手元に届く頃には一般演題の募集
は終了しております。教育研修会では「脊髄損傷者における日
常診療のポイント」（和歌山県立医科大学リハ医学教授・田島文
博先生）と「局所性ジストニアの神経ブロック治療の実際」（北
海道大学病院リハ科・松尾雄一郎先生）の2講演を予定していま
す。また、2010年3月6日（土）に北海道大学医学部で専門医・認
定臨床医生涯教育研修会を開催いたします。詳細は決まり次第、
地方会ホームページ（http://www.med.hokudai.ac.jp/̃reha-w/
jarmhok/index.html）に掲載いたします。 ▼北海道地方会では
地方会や研修会開催などの重要事項をメールマガジンでお知らせ
しています。メールマガジンを受け取るためにはリハ医学会ホー
ムページで会員用Webシステムへの登録が必要です。是非ご登
録ください。　　　　　　　　　　　　　（代表幹事　生駒 一憲）

＜北陸地方会だより＞
これまで、地方会会場として長い間利用してきました石川厚生
年金会館が閉鎖され、開催できる会場を検討しておりましたが、
金沢駅前のホテル金沢が地方会について好意的に対処していただ
けることとなりました。代表幹事も立野勝彦先生から染矢富士子
に交代し、新しい会場でのスタートを切る目処が立ちました。会
員の先生方からの、ご意見、ご希望を引き続き承りますので、ご
連絡の程宜しくお願いいたします。 ▼さて、次回の地方会です
が、2009年9月5日（土）に開催いたします。専門医・認定臨床医
生涯教育研修会では、広島県立障害者リハビリテーションセンタ
ー高次脳機能センター長の丸石正治先生に「高次脳機能障害の病
態と機能画像：社会的行動障害に焦点を当てながら」をテーマ
にご講演をお願いしております。前回の地方会同様、丸石先生も
2009年の日本リハ医学会最優秀論文賞を受賞されており、最近
の知見について得るものが多いのではないかと思います。もう一
つのご講演は金沢市立病院呼吸器内科／呼吸器・睡眠センターの
中積泰人先生の「睡眠時無呼吸症候群（SAS）について」です。
中積先生は米国認定睡眠ポリグラファーでもあり、SASの根本
的な治療として減量が最も重要であると考えています。会員の先
生の多数のご参加をお待ちしております。

（代表幹事　染矢 富士子）

＜中部・東海地方会だより＞
中部・東海地方会では、第25回地方会学術集会と専門医・認
定臨床医生涯教育研修会を2009年9月5日（土）に予定していま
す。研修会は川平和美先生（鹿児島大学大学院医歯総合研究科リ
ハ医学教授）に「片麻痺への促通反復療法の理論と実際；効率的
な神経路強化を目指して」を、鈴木 亨先生（藤田保健衛生大学
医療科学部リハ学科教授）に「脊髄損傷の歩行再建：装具療法か

らロボットまで」をご講演いただきます。ご参加のほど、よろ
しくお願いします。 ▼また、中部・東海地方会の後援で第4回
リハ科専門医会学術集会を2009年10月16日（金）～18日（日）
下諏訪総合文化センターに於いて開催致します。一般演題と
ポスターセッション演題の募集および事前参加登録、宿泊の
ご案内を開始しております。詳細は第4回リハ科専門医会学術
集会ホームページ（http://www.fujita-hu.ac.jp/̃rehabmed/
suwa/）または、日本リハ医学会ホームページ（http://www.
jarm.or.jp/member/member_specialists/）でご確認ください。

▼ 2007年5月より中部・東海地方会のHPを開設しておりま
す。学会ならびに専門医・認定臨床医生涯教育研究会の詳細は
HP（http://www.fujita-hu.ac.jp/̃rehabmed/chubutokai/）
をご覧ください。　　　　　　　　　　（代表幹事　才藤 栄一）

＜近畿地方会だより＞
第27回日本リハ医学会近畿地方会学術集会を2009年9月5
日（土）に大阪府高槻市にある大阪医科大学新講義実習棟1階
P101室で開催します。13時より一般演題講演、16時より教育
講演2題の予定です。 ▼最先端の話題からリハ医療に難渋する
症例検討まで幅広く演題募集しますので奮ってご応募くださ
い。E-mailで演題名、演者名、共同演者名、各所属名、約400
字の抄録をreh004@poh.osaka-med.ac.jp まで送信してくださ
い。演題締切：7月31日（金）。必ず受信確認の連絡を2、3日
以内にいたしますので、受信確認連絡がない場合にはご連絡く
ださい（TEL 072-683-1221、FAX 072-864-6336、大阪医科大
学リハ医学教室、村尾 浩）。また、近畿地方会での発表もリハ
科専門医受験の必要項目にカウントされますので、専門医受験
を目指す若手の先生方にこの機会のご利用をお勧めします。教
育講演は名古屋市総合リハセンター第二リハ部長小川鉄男先生
の「脳外傷による高次脳機能障害と職能訓練」と、大阪医科大
学リハ医学教室講師田中一成先生の「腰痛症に対するリハのエ
ビデンス」の2講演です。 ▼多数の会員の皆様のご発表とご参
加、活発な討論をどうぞよろしくお願いいたします。

（第27回学術集会会長　村尾 浩）

＜九州地方会だより＞
次回、第26回九州地方会学術集会は、水田幹事（熊本大学
大学院医学薬学研究部運動骨格病態学分野教授）の担当で、本
年9月13日（日）、熊本市・崇城大学市民ホールで開催されま
す。午前は一般演題発表が行われ、午後から生涯教育研修会が
開催されます。近藤和泉先生（藤田保健衛生大学藤田記念七栗
研究所リハ研究部門教授）に「脳性麻痺における痙縮治療の進
歩とリハビリテーション医療」を、池田学先生（熊本大学大学
院医学薬学研究部脳機能病態学分野教授）に「記憶障害の臨床」
を、そして植田尊善先生（総合せき損センター副院長兼リハ科
部長）に「脊椎脊髄損傷の臨床―救急から車椅子スポーツ、社
会復帰までの実際、ITB療法も含めて―」をご講演いただき
ます。それぞれエキスパートの先生のご講演で認定臨床医を目
指される方の教育研修講演にも該当します。多くの皆様のご参
加をよろしくお願い申し上げます。詳細は学会誌6月号もしく
は九州地方会ホームページをご覧ください。 ▼九州地方会事務
局の産業医科大学から鹿児島大学への移転に伴い、当地方会の
ホームページアドレスもhttp://kyureha.umin.ne.jp/へと変更
となりました。九州地方会をはじめ各県単位で開催される生涯
教育講演の予定も随時更新しております。どうぞご利用くださ
い。　　　　　　　　　　　　　（事務局担当幹事　下堂薗 恵）
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大阪医科大学附属病院は、1927（昭和2）年に開校した日本初
の5年制医学専門学校「大阪高等医学専門学校」の附属病院
として開院し、1954年には全国に先駆けて、リハビリテーシ
ョン（リハ）部門（物理療法室）が設置されました。その後、
1981年には小野村敏信整形外科学教授（当時）が初代部長と
なり、約1,200㎡という大学病院では他に類を見ないリハセン
ターへと大きく飛躍しました。以来、教職員と設備の充足が
行われてきましたが、2008年5月に総合医学講座リハ医学教
室が創設され、佐浦隆一（神戸大学1986年卒）が初代教授と
して就任しました。あわせて大学院博士課程（リハ医学）も
整備され、卒前はもとより卒後リハ医学教育の充実、高度専
門化を担っています。
診療部門は1998年よりリハ科を標榜し、施設基準（2009年
4月現在）は総合リハ施設、言語聴覚療法Iを届け出ています。
医師数は教員6名（専門医4名）、医員（非常勤）3名、レジ
デント1名、大学院生1名であり、リハ技術員は理学療法士19
名、作業療法士7名、言語聴覚士4名、技術補助員4名、看護
師3名が配置されています。対象となる領域は、大学病院とし
て重要な急性期リハ医療を中心に、各教官が専門外来（関節
リウマチ、痙縮、神経筋疾患、小児、内部障害、義肢装具な
ど）を行っています。また、医療相談部と連携し、入院患者
の適切な転院や在宅復帰のための支援に努め、徒歩圏内の回
復期リハ病院にリハ専門医（常勤）を派遣することにより、大
学・一般病院を繋ぐ急性期から回復期への連携モデルの構築
を試みています。このほか老人保健法機能訓練事業や肢体不
自由児療育にも積極的に参加しています。
卒前教育では系統講義・PBL（Problem Based Learning）、
クリニカルクラークシップを担当しているほか、他大学から
の臨床実習生も受け入れ、卒後教育では症例検討会、抄読会、

医局だより 大阪医科大学総合医学講座リハビリテーション医学教室

専門医試験勉強会、セミナー、他大学やリハ施設との合同勉
強会・症例検討会などを行っています。
研究面では関節疾患の病態や関節拘縮に対する基礎および
臨床研究、内部障害に対する運動療法の有用性の検討や装具
の研究・開発（「大阪医大式」の名を冠した装具も多く、特に
「オルトップAFO」は全国で年間約7,000個の作製実績があり
ます）、また、英国インペリアル大学、関西大学や神戸大学と
の共同研究、医工連携も積極的にすすめています。 
高槻市はキリシタン大名として有名な旧城主、高山右近の
もとに栄えた城下町で、歴史文化の深い土地です。大阪と京
都の中間に位置しており、どちらにもJRで15分の好立地で
す。当科でのリハ研修希望の方の連絡をお待ちしています。
あわせて、今後、新しいリハ医学講座として日本のリハ医学
の発展に貢献すべく尽力して参りますので、宜しくご指導、
ご鞭撻をお願いいたします。　　　　　　　　　（田中 一成）

大阪医科大学総合医学講座リハビリテーション医学教室
〒569-8686 大阪府高槻市大学町 2-7

TEL 072-684-6510　FAX 072-684-6336
URL：http://www.osaka-med.ac.jp/deps/reh/index.html

2009年度の春期医学生リハセミナ
ーには、現在までにご連絡をいただい
ている分だけで計6名の参加がありま
した。以下に参加した医学生から寄せ
られた感想文を掲載いたします。
（教育委員会　医学生セミナー担当 

芳賀 信彦）

【医療法人野並会 高知病院：春休み】
先日、夜行バスに乗って高知に訪れ
た。高知病院でリハセミナーを受ける
ためだ。高知に訪れるのは初めて、夜
行バスに乗るのも初めて、病院でセミ
ナーを受けるのも初めてと初めてづくし
だったので、内心非常に緊張していた。
高知病院は主に回復期のリハを行う
病院だそうで、施設もそれに対応し
たものだったように思えた。「思えた」
と漠然に表現しているのは、リハにつ

いてよく分かっていなかったからだ。今
現在もリハについての授業を受けていな
いから、この先勉強が始まってから「あ
ぁ、あの時のあれはこういうことだった
のかぁ」と思えることを期待したい。
とはいえ、回復期リハというものは、
看護と理学療法（PT）・作業療法（OT）・
言語療法（ST）がそれぞれ連携しあっ
てADL（日常生活動作）を改善し、在
宅復帰を目標にしているというのがよく
分かった。
実際、PT・OTさんが患者さんにリ
ハを行っている現場を見せてもらい感じ
たのは、患者さんが目標を持って取り組
んでいるだけでなく、PT・OTさんも
一緒に目指しているように思えた。決し
て、上から目線で「やってやるか」みた
いな感じではなく、二人三脚で取り組ん
でいるようだった。

リハセミナー参加してみて、これま
で全く知らなかった治療以外の世界が
見えたような気がした。とともに、な
ぜチーム医療が大事なのか、その片鱗
に少し触れたような気がし、本来の目
的以上に大きな収穫を得たような気が
した。

【藤田保健衛生大学：GW】
今回、参加人数が1人だと聞いたと
きは、正直どうしようかと思いまし
た。しかし七栗サナトリウムの先生方
が熱心に教えていただき、参加して本
当に良かったと思いました。ポリクリ
でできなかった体験ができ、よりリハ
に興味を持つことができたと思いま
す。また次回、機会があれば参加して
みたいと思います。次は、リハ医の先
生が実際の患者の診察を行い、訓練や
入院の計画を立てる現場を見学してみ
たいです。

2009年度春期医学生リハセミナー報告

REPORT
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リハニュース42号をお届けします。
本号の特集は、水間理事の「2009年度介護報酬改定に
関して」と吉永理事の「診療報酬改定に向けて」の記事
の2本立てになっています。水間理事には、本年度行わ
れた介護報酬改定についての概要とリハ医学会からの提
言がどのように反映されているかについての概説をして
いただきました。吉永理事には、2010年度に行われる診
療報酬改定へ向けての診療報酬改定に向けての委員会の
取り組み状況について概説していただきました。診療報
酬と介護報酬の改定は、リハをどのように展開していく

○○◦広報委員会より◦○○

2009年3月7日（土）、大分市コンパ
ルホールにて日本リハ医学会主催の市
民公開講座が行われた。参加者は156
人であり、13時開場に対して2時間以
上も前に到着して開演を待つ参加者も
多くいた。世話人代表の津村 弘教授
から挨拶があり、脳卒中・運動器疾患
の概説と現在の医療事情、新たな治療
法に関して説明があった。その後、産
業医科大学リハ医学講座教授の蜂須賀
研二先生には「直ぐに役立つ脳卒中リ
ハビリテーションの要点」と題して、
脳卒中の病因からリハ治療までわかり
やすく説明していただいた。特に自分

でできる脳卒中の予防法に関してほとん
どの参加者がメモをとる姿が印象的であ
った。また講演後の質問は時間が足らな
いほど活発であり、参加者の積極的な
姿勢がうかがえた。国立障害者リハビリ
テーションセンター病院長である赤居正
美先生には「運動器疾患のリハビリテー
ション；治療介入の目指すもの」と題し
て、行政の考えなどを踏まえて運動器疾
患に対する予防から治療まで詳しく講演
していただいた。事前にスライド内容を
配布資料として渡しておいたので、講演
の内容が理解しやすく、積極的にメモを
とる参加者が多く見られた。

両講師の講演は大幅に予定時間を過
ぎたにもかかわらず、参加者は最後ま
で席を立たず、熱気にあふれる市民
公開講座であった。市民がリハの重要
性を認識し、かつより良いリハを求め
ていることをスタッフ一同痛感し、身
の引き締まる思いであった。この場を
お借りして関係者の皆様に深謝申し上
げるとともに、市民の期待に十分に応
えるべく、日夜研鑽に励むことを誓っ
た。

（大分大学医学部整形外科・
付属病院リハ部　片岡 晶志）

九州地方会 市民公開講座
「寝たきりにならないために̶高齢者とリハビリテーション̶」

第50回日本神経学会総会は糸山泰
人東北大学神経内科教授が会長を務
め、2009年5月20日～22日、仙台に
て行われた。創立50周年の節目を迎
えた今回のテーマは「神経学・半世紀
の進歩～飛躍の未来に向けて～」であ
った。名古屋大学名誉教授の高橋昭先
生による「日本神経学会 誕生と発展」
と題した記念講演を始め、50周年を
記念するシンポジウムや講演ビデオ上
映等が盛況のうちに行われた。50周
年記念シンポジウムでは学会創立時よ
りの歴史、世界から見た日本神経学会

の発展、神経学会の社会貢献、学会の未
来に向けての展望等について各々の視点
からの話があり、50年という長い道の
りを辿り今日に至った過程を実感するこ
とができ、今後の展望も見えてきたよう
に思った。他にも神経難病の原因究明に
向けた分子生物学的な研究や再生医学・
遺伝子治療の現状と展望、認知症の診断
と治療開発、脳梗塞に対する最新の対策
等様々なセミナーが行われた。中でも神
経難病医療ネットワークの構築におい
て、多専門職種によるチームの一員とし
てのリハ科専門医のより積極的な関与を

期待する発言が印象的であった。
日本神経学会は2008年12月1日よ
り中間社団法人から一般社団法人に移
行したが、その新法人法に対処するた
めの定款改定に関する論議、決議が総
会でも行われた。特に評議員、理事の
選出等に関してこれからは大きく変わ
るものとされている。日本リハ医学会
も同様に過渡期を迎えており、参考に
なった。第51回日本神経学会総会は
2010年5月20日～22日に東京で行わ
れる予定である。
（白浜はまゆう病院リハビリテー

ションセンター　小口 健）

第50回 日本神経学会

REPORT

のかを考える上で非常に重要です。両理事には限られた
字数でお願いをしていますので、十分にご自分のお考え
を述べることは困難であったと思いますが、本特集をお
読みいただいた皆様から、リハ医学会に有用なご意見を
お寄せください。
また、連載記事の「リハ医への期待」も患者さんから
寄せられた生の声をお伝えする学会のニュースレターと
しては斬新な試みであり、会員の皆様にとっても興味深
い内容だと思いますので、診療の参考にしていただけれ
ば幸いです。　　　　　　　　　　　　　　（阿部 和夫）
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広報委員会：田島文博（担当理事）、山田 
深（委員長）、阿部和夫、安倍基幸、大
高洋平、志波直人、野々垣学、平岡 崇

問合せ・「会員の声」投稿先：「リハニュ
ース」編集部〒113-0032東京都文京区
弥生2-4-16（財）学会誌刊行センター
Tel 03-3817-5821  Fax 03-3817-5830
E-mail：r-news@capj.or.jp
製作：（財）学会誌刊行センター
印刷：三美印刷（株）

お知らせ
詳細は http://www.jarm.or.jp/

（開催日、会場、主催責任者、連絡先）
【専門医会】（40単位）
●第4回リハビリテーション科専門医会学術集
会：10月16日（金）－18日（日）、下諏訪総合文化
センター、朝貝芳美（信濃医療福祉センター）、
Tel 0266-27-8414、宿泊申込締切：8月15日（土）、
演題募集締切：8月17日（月）、事前参加登録締
切：8月31日（月）詳細は本紙pp6-7掲載、http://
www.jarm.or.jp/member/member_specialists/
【地方会】
●第20回北海道地方会等（30単位）：9月5日
（土）、北海道大学医学部臨床講義棟大講
堂、生駒一憲（北海道大学病院リハ科）、Tel 
011-706-6066、Fax 011-706-6067
●第26回北陸地方会等（30単位）：9月5日
（土）、ホテル金沢、染矢富士子（金沢大学医薬
保健研究域保健学系）、Tel 076-265-2624、Fax 
076-234-4375、演題締切：7月31日（金）
●第26回東北地方会等（30単位）：10月24日
（土）、マリオス18F188会議室、本田 惠（帰
厚堂南昌病院）、Tel 019-697-5211、E-mail： 
cvs@yamada-planning.co.jp、演題締切：8月
31日（月）
●第23回中国・四国地方会等（30単位）：
7月19日（日）、アイテムえひめ（愛媛国際貿易
センター）、木戸保秀（松山リハビリテーショ
ン病院）、Tel 089-975-7431、Fax 089-975-1670
●第25回中部・東海地方会等（30単位）：9月
5日（土）、大正製薬（株）名古屋支店、田中宏太
佳（中部労災病院リハ科）、Tel 052-652-5511、
Fax 052-652-9214
●第27回近畿地方会等（30単位）：9月5日（土）、
大阪医科大学 新講義実習棟 P101室、村尾 浩

（大阪医科大学総合医学講座リハ医学教室）、Tel 
072-683-1221、Fax 072-684-6336、演題締切：7
月31日（金）
●第43回関東地方会等（30単位）：9月12日（土）、東
京慈恵会医科大学1号館3階講堂、大橋正洋（神奈
川リハビリテーション病院）、Tel 0462-49-2652、
Fax 0462-49-2502、演題締切：8月15日（土）
●第26回九州地方会等（40単位）：9月13日（日）、
崇城大学市民ホール、水田博志 （熊本大学大学
院医学薬学研究部運動骨格病態学分野）、Tel 
096-373-5226、Fax 096-373-5228
【専門医・認定臨床医生涯教育研修会】
●中部・東海地方会（30単位）：8月29日（土）、
静岡グランドホテル中島屋、藤島一郎（浜松市リ
ハビリテーション病院）、Tel 053-471-8331
●近畿地方会（20単位）：11月7日（土）、兵庫県民
会館、中野恭一（兵庫県立総合リハビリテーショ
ンセンター中央病院リハ科）、Tel 078-927-2727、
Fax 078-925-9203
【実習研修会】（20単位）
◎平成21年度第13回義手・義足適合判定医師
研修会アドバンスト・コース：1回目／ 9月6日
（日）（講義、岡山コンベンションセンター）、7日
（月）（処方実習、岡山労働基準監督署）、2回目／
10月5日（月）（仮あわせ実習、岡山労働基準監督
署）、徳弘昭博（吉備高原医療リハビリテーショ
ンセンター）、Tel 0866-56-7141、申込締切：7月
31日（金）
◎第7回小児のリハビリテーション実習研修会
（脳性麻痺を中心に）：9月10日（木）－12日（土）、
聖ヨゼフ医療福祉センター、森下晉伍（聖ヨゼフ
医療福祉センター）、Tel 075-462-7621、E-mail : 
morishita@joseph-kyoto.com
◎第10回脊損尿路管理研修会（脊損医療教育普
及会）：10月3日（土）－4日（日）、兵庫県立総合
リハビリテーションセンター中央病院、住田幹男
（関西労災病院リハ科）、仙石 淳（兵庫県立総合リ

ハビリテーションセンター中央病院泌尿器科）、
Tel 078-927-2727、E-mail：info_hp@hwc.
or.jp、申込締切：9月4日（金）
◎第12回臨床筋電図・電気診断学入門講習会：
10月3日（土）－4日（日）、慶應義塾大学医学部
信濃町キャンパス内新棟11、里宇明元（慶應義
塾大学医学部リハ医学教室）、担当：長谷・曽我、
Tel 03-5363-3833、E-mail：daihyou@reha.
med.keio.ac.jp、申込受付：8月1日－31日
◎第1回嚥下障害実習研修会（嚥下内視鏡実技
習得を中心に）：11月14日（土）浜松市リハビ
リテーション病院、15日（日）聖隷三方原病院、
藤島一郎（浜松市リハビリテーション病院）、
Tel 053-471-8331、E-mail：sasagase@sis.
seirei.or.jp、申込締切：9月30日（水）
【関連学会】
第15回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会
学術大会（30単位）：8月28日（金）－29日（土）
名古屋国際会議場、（株）オフィステイクワン
（担当：山田）、Tel 052-930-6145

●・◎認定臨床医受験資格要件：認定臨床医認
定基準第2条2項2号（認定臨床医受験資格要
件）に定める指定の教育研修会、◎：必須（1
つ以上受講のこと）


